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北海道大学 1999.1

耐久財独占市場における品質選択

紀国

1.はじめに

非耐久財市場では，生産者が現在直面する需

要は過去の供給量と独立で、あるのに対し，耐久

財市場では，異なる時間における自己が互いに

密接な代替財を供給する競争相手となる。従っ

て，耐久財市場では，たとえ独占市場であって

も，生産者による追加的生産によって，価格は

限界費用まで下がると考えられる。 Coase

(1972)は，合理的消費者はこれを読み込んで

支払い意欲を決定するので，当初の時点から耐

久財は限界費用で販売されるとする「コース推

論(Coaseco町民t町e)Jを直観的に示した 1)。耐

久財を販売する独占者は，追加的生産を行わな

いことを消費者に対し約束(commit)したいが，

独占者は常に事後的な追加的生産のインセンテ

イブに直面することを消費者は知っているの

で，その約束は信患性(credibility)を欠く。この

耐久財独占者の事前のインセンテイブと事後の

インセンティブが異なる問題は時間的非整合性

問題(timeinconsistency problem)と呼ばれてい

る。 Coaseは，また，このようなコース推論の

状況を回避するために，耐久財独占者は社会的

に過少な耐久性を選択すること，すなわち，計

画的陳腐化(plannedobsolescence)を行うことを

指摘した。 Bondand Samuelson (1984) とBu-

low (1986)はこの計画的陳腐化の理論をモデ

ルにより証明している。しかしなカ宝ら， i皮らの

研究は，耐久財独占者がR&Dを行い，新製品

1)コース推論については， Stokey (1981)， Bulow 
(1982)および、Gul，Sonnenschein and Wilson (1986) 
が理論的に証明している。

洋

を導入する可能性については考慮していない。

耐久財独占者は，物理的耐久性を削減する戦略

だけではなく，より品質の高い新製品を導入す

ることによって，旧製品を保有する消費者に買

い換えを行わせることも可能である。 Wa1dman

(1993) とChoi(1994)は，ネットワーク外部

性の特徴を持つ耐久財の独占モデルにより，独

占者が旧製品との適合性の低い新製品を導入す

ることを示している。彼らのモデルは，コンピ

ュータ・ソフトウエアのノ〈ージョン・アップの

ような現象を説明するのに適しているが，家電

や自動車のようにネットワーク外部性が存在し

ない耐久財市場における消費者の買い換え行動

を説明することができない。

本論文は，耐久財独占者が新製品の品質を内

生的に決定し，消費者が中古市場における取り

引きを通じて買い換えを行うモデルを構築する

ことにより，耐久財独占者の品質選択問題を分

析している。 Mann(1992)は中古市場での取

り引きを組み込んだ2期間の耐久財独占モデル

を提示しており，本論文のモデルは， Mannの

モデルを耐久財独占者による品質選択を含んだ

モデルに拡張したものとなっている。従って，

Mannのモデルでは独占者は数量のみを選択す

るのに対して，本論文のモデルは数量と品質の

両方を選択変数としている。CoaseやBulowは，

耐久財を販売する独占者は時間的非整合性問題

に直面しており，事後的に追加的生産を行うイ

ンセンテイブを持つことを指摘したが，本論文

のモデルにおいては，時間的非整合性問題は耐

久財独占者に品質を引き下げさせるように働

く。これは，第2期の生産量の増加傾向が品質
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に関する限界利潤を低下させるためである。そ

の結果，耐久財独占者の選択する品質は社会的

に過少な水準となる O しかし，もし，耐久財独

占者が第2期の生産量をコミットすることがで

きるならば，時間的非整合性問題が生じないた

め，独占者は社会的に最適な品質を選択するこ

ととなる。更に，外生的な耐久性の水準が高い

ほど，独占者が直面する中古製品との競争がよ

り厳しくなるため，独占者はより高い品質の製

品を導入するインセンテイブを持つことが示さ

れる。

Wa1dman (1996)は，耐久財独占者が社会

的に過少なR&D投資を行う可能性を指摘して

いるが， Wa1dmanモデルと本論文のモデルは

大きく 2つの点で異なる。第 lに， Wa1dman 

のモデルはR&Dが成功するか否かについて不

確実であり，新製品の品質は外生的に与えられ

るものとしている。これに対し，本論丈のモデ

ルはR&Dが成功することを仮定し，新製品の

品質を内生的に決定するモデルとなっている。

それ故，本論文のモデルでは，耐久性水準が独

占者の品質選択にどのように影響するかを分析

することが可能である。第2に， Wa1dman!ま

消費者は2タイプであることを仮定しているの

に対し，本論文は消費者のタイプが連続的に分

布していることを仮定している。従って，本論

文のモデルは生産量が品質選択に与える影響も

考慮に入れている。

第2節において，基本モデルが提示される。

第3節では，耐久財独占者の品質選択問題を分

析し，社会的最適な品質との議離を考察する。

第4節では，外生的耐久性が耐久財独占者の品

質選択に与える影響を分析する。第5節で結果

を要約する。

2.モデル

2開 1 モデルの設定

2期間モデルを用いて，耐久財の販売独占者

による製品の品質の選択問題を考察する 2)。

Mann (1992)は2期間の耐久財独占モデルを

提示しているが，本論文のモデルはMannのモ

デルを耐久財独占者による品質の選択を組み込

んだモデルに拡張したものである 3)。耐久財独

占者は第i期 (i=1，2)に品質qiの製品を

生産し，販売するとする。独占者はR&D活動

に従事することにより，第2期に第 l期よりも

高い品質の製品を生産することができるとす

る。従って，一般性を失うことなしに，qj = 1 
および色 =k三1と仮定することができる。 k

は第l期の製品の品質水準に対する第2期の製

品の品質水準の比，すなわち，製品の品質の向

上率を表し，それは第2期の選択変数である。

本論文は，財の耐久性について，Mannと同様

に以下のような定式化を行う。第1期の新製品

は第2期には中古製品と呼ばれる。新製品の破

損確率はゼロであり，中古製品は第2期に取り

引きされた後に，dε[ 0， 1 ]の外生的確率で破

損するとする。それ故，中古製品の期待される品

質 (expectedqua1ity)はqu= (1 -d)qj = 1 -d 

であり，製品の耐久性をD 三 1-dと表すこと

ができる。従って，第2期において，新製品と

中古製品は垂直的に差別化される。

第i期に生産される財の単位生産費用を

Ci > 0とする (i=1，N。単位生産費用は製
品の品質に依存するとし，第2期の単位生産費

用に関して，c~(k) > 0かつcf(k)> 0を仮定す

る。簡単化のため固定費用はゼ、ロであるとす

る。

消費者はプリファレンス4により特徴づけら
れ，プリファレンスは[0， 1 ]に一様分布す

2 )本論文において， I品質(quality)Jと「耐久性(d町a
bility)Jは区別して扱われる。しかし，モデルの中

では， I耐久性」は中古製品の期待される品質(ex-
pected quality)を規定する。

3) Bulow (1982)は耐久財独占市場における時間的非

整合性問題を 2期間モデルで分析した。しかし， Bu-

lowのモデルは中古市場での取り引きをモデルに組

み込んでいないため，中古製品を保有する消費者が

新製品に買い換える行動を説明できない。 Mannは

Bulowのモテつレを中古市場での取り引きを明示的に

組み込んだモデルに拡張している。
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るとする。タイプj消費者は，品質qiの耐久財 l

単位が供給する 1期間当たりのサービスを消費

することからqi(Jjの効用を得る。各消費者は単

位需要を持つとし，消費者の合理的行動かっ完

全予見を仮定する。割引要因を6ε(0，1]とする。

ゲームは次のように構成される。第 l期に，

独占者は新製品の生産量(販売量)Xlを決定

する。第2期は2つのステージから成る。第1ス

テージで，独占者は新製品の品質kと生産量(販

売量)X2を決定する。同時に，中古市場が開

かれ，需給が一致するように中古製品価格が決

定される。第2ステージで，自然(nature)が中古

製品の幾っかを破損させる。本論文は，このゲー

ムのサブゲーム完全ナッシュ均衡に注目する。

2. 2 インセンティブ制約と価格

各期の逆需要関数は，各期の消費者のインセ

ンティブ制約を考察することにより導出され

る。第 1期の消費者は，製品を購買する消費者

と購買しない消費者に分類される。第1期に何

も購買しなかった消費者は，第2期において，

[A 1] 何も購買しない，

[A 2] 中古製品を購買する，

[A 3] 新製品を購買する，

の3つの選択肢を持ち，第l期に製品を購買し

た消費者は，第2期において，

[B 1] 中古製品を保有し続ける，

[B 2] 新製品に買い換える，

の2つの選択肢を持つ。ただし，選択肢[A3] 

は第2期の新製品の生産量が第1期の生産量を

超える(Xl く X2)場合にのみ生じる(図 1(ii)参

照)。

先ず，中古製品価格Puを規定するインセン

テイブ制約を考察する。選択肢 [A1]の効用

はゼロである。一方，中古製品の期待される品

質はDで表されるので，タイフ。J消費者が選択

肢 [A2]を選んだとき得られる効用は

(D(Jj - Pu)である。従って，

(1) D(Jj - Pu三O

図1 プリファレンス・ライン上の需要割当

(i) x，註x，ケース r-x，一t
第1期81
。 l-x

1 

r-x， ち〕
第2期。 l
。 l-x，-x， 1ろ

(u)引くろケース r-x't  
第1期。 l
。 l-x

1 

r---x， 巧一つ
第2期。 l
o l-x，-x， 1一ろ

を満たすようなタイプj消費者が中古製品を購

買する。プリファレンスの線上の(1-Xl-X2) 

に位置する消費者は中古製品を購買することと

何も買わないことが無差別で、あるので，この消

費者の制約(1)は等号で成立する(図 1(i)およ

び(ii)参照)。このようにして，中古製品価格は，

Pu (Xl ，X2) = D[l-Xl -X2] 

となる。

次に，第2期の新製品価格P2を規定するイ

ンセンテイブ制約を分析する。第l期に製品を

購買した消費者が採り得る選択肢は [B1] と

[B 2]である。タイプj消費者が中古製品を

保有し続けること(選択肢 [B1])により得

られる効用はD(Jjである。一方，タイプj消費

者が中古製品を中古市場に再販売し，新製品を

購買すること(選択肢 [B2])により得られ

る効用は(k(Jj+PU -P2)である。従って，

(2) k (Jj十Pu一円三 D(Jj

を満たすようなタイプj消費者は第2期に新製

品を購買する。 (1-X2)に位置する消費者にと

って，選択肢 [B1] と [B2]が無差別であ

ることから，第2期の新製品の価格は，
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(3) P2(Xj，X2，k)=k-Dxj-kx2 

となる。しかし，図 1(ii)に示されるように，

第2期の新製品の生産量が第 l期の生産量を超

える場合 (Xjく X2ケース)には，第 l期に製

品を購買していない消費者の中から第2期に新

製品を購買する消費者が現れるため，選択肢[A

2Jと [A3 Jから成るインセンテイブ制約を

確認する必要がある 4)。消費者間での裁定取引

の可能性のため，独占者は差別価格を提示する

ことはできないとすると，第1期に製品を購買

していない消費者が第2期に新製品を購買する

か否かは，選択肢 [A3 Jによる効用

(k(Jj -P2)が選択肢 [A2 Jによる効用

(D(Jj - Pu)を超えるか否かにより決定される。

従って，

(4) k(Jj - P2どD(Jj - Pu 

を満たすようなタイプj消費者は第2期に新製

品を購買する。限界的な消費者は(1-X2)に位

置する消費者であるので，結局，Xj < X2ケー

スの第2期の新製品価格は式(3)と一致する。

価格P2は数量に関する減少関数であり，品質

に関する増加関数である。

θp今
P2j三 τーニ =-D  < 0， 
α'Xj 
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次に，第l期の新製品の価格Pjを規定する

インセンティブ制約を考察する。消費者が期待

する第1期の新製品の効用は，製品が第l期に

供給するサーピスがもたらす効用とそれが第2

期において中古市場で取り引きされるときの価

値の合計的 +oPu>から価格を控除したものに
等しい。従って，

4) MannはXj くX2のケースを分析していない。

(Jj +OP u - PjとO

を満たすようなタイプl消費者は第1期に新製

品を購買する。限界的な消費者は， (1-Xj)に

位置する消費者であるので，第 l期の新製品の

価格は，

(6) Pj (Xj ，X2) = 1-xj +oD[l-xj -X2] 

となる。価格Pjは数量に関する減少関数であ

る。

(7) 

θp， 
Pll三一 ，一 (1+ oD) < 0， 
θ'Xj 

θp， 
P12 三で一~= -oD < 0 
OX2 

3.耐久財独占者の品質選択

本論文のモデルにおいて，耐久財独占者の第

l期の選択変数はXjであり，第2期の選択変

数はらとkである。最初に，第l期において，

第2期の生産量をコミットすることができない

耐久財独占者を考える 5)。このような独占者

は，第2期において (2期間モデルにおいては

それは最後の期である)，第 l期に行った自己

の選択(第 1期の生産量Xj) を与件として，

第2期の利潤を最大化するように行動する。す

なわち，耐久財独占者の事後的インセンテイブ

(第2期における利潤最大化)は事前のインセ

ンテイブ(全期間にわたる利潤最大化)と異な

る。これは時間的非整合性問題と呼ばれる。合

理的消費者はこのような独占者の第2期におけ

5)耐久財独占者が将来の生産量を約束するに当たって

は，そのコミットメントが信窓性を伴う自発的拘束

力を持たなければ実行可能とはいえない。 Butz

(1990)は，価格保護契約制度(priceprotection 

clause)は将来の生産量をコミットする手段として有

効であることを示している。価格保護契約制度と

は，耐久財独占者が将来において財の価格を切り下

げる場合，既に高い価格で購買した消費者に差額分

を払い戻すことを販売の事前に契約する制度であ

る。
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る事後的インセンテイブを考慮に入れて，第 1 となる。ただし，dx2/dx/は条件(8)，および(9)， 

期における支払い意欲を決定する。それ故，耐 の全微分から求められ，

久財の販売独占者の問題は再帰的に解かれなけ

ればならない。独占者の第2期の利潤最大化問

題は，第1期の生産量Xlを所与として，

maX7r2 =x2 [P2(Xl，X2，k)-C2(k)] 
x2，k 

で与えられる。内点解を仮定すると，x2とkに

関する第2期の利潤最大化の一階条件は，それ

ぞれ，

(8) P2 (Xl ，X2 ，k) +x2P22 -C2 (k) = 0， 

(9) P2k - c~(k) = 0 

となるO 反応関数X2= X2 (Xl)およびk=k(Xl) 

は条件(8)および(9)から得られる。次に，独占

者の第l期の利潤最大化問題は，

maxII = Xl [p1 (Xl ，X2 (Xl)) -Cl] + 8X2 (Xl) 

X [p2 (Xl 'X2 (Xl )， k (Xl ))ーの(k(Xl))] 

で与えられる。利潤最大化の一階条件は，条件

(8)および(9)を用いて整理すると，

今
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となる。条件(8)，(9)および(10)の解(非コミ

ット・ケースの解)を(xf!，xf!，kM)と表すとす

る。式(3)，(5)， (6)および(7)を条件(8)，(9) 

および(10)に代入すると，それぞれ，

(8)' k -DXl -2kx2ーの(k)= 0， 

(9)' l-x2-c~(k)=0， 

1 -2Xl十8D(1-2xl-2ゎ)
(10) ， 

dxo 
一助1瓦-Cl= 0 

(ll) 
dx2 

dx1 

Dc;(k).- < 0‘ 
2kc;(k)+c~(k)-1 

となる(付録を参照)。

非コミット・ケースの解(xf!，xf!，kM)は2期

間の合計利潤を最大化する解ではない。それ

故，非コミット・ケースにおける品質選択に

は，時間的非整合性問題がもたらす議離が存在

する。これを示すために，第2期の生産量をコ

ミットできる耐久財独占者を想定し，その独占

者が選択する品質を，非コミット・ケースにお

ける均衡品質水準と比較する。第l期におい

て，第2期の選択をコミットできる耐久財独占

者の問題は，全期間にわたる利潤をXl，らお

よびkに関して最大化することである。すなわ

ち，

max II=Xl [P1(Xl，X2)-Cl] +8X2 
X1 ，x2，k 

X [p2 (Xl ，X2' k) -C2 (k)] 

の問題を解く。内点解を仮定すると， X2' kお

よびXlに関する利潤最大化の一階条件は，そ

れぞれ，

(12) 

Xl P12 +P2 (Xl ，X2 ，k) +X2P22 -C2 (k) = 0， 

(13) P2k - c~(k) = 0， 

(14) Pl(Xl，X2)+XlPll+8x2P21-Cl =0 

となる。式(12)，(13)および(14)の解(コミッ

ト・ケースの解)を(Xf，X2C，XC)と表すとする。

式(3)，(5)， (6)および(7)を条件(12)，(13)お

よび(14)に代入すると，それぞれ，

(12)' k -2Dxl -2kx2 -C2 (k) = 0， 

(13)' l-x2 -c~(k) = 0， 
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(14)' 1-2xj +8D(1-2xj -2X2)-Cj =0 

となる。

次の命題は，コミット・ケースにおいて選択

される品質kCと非コミット・ケースにおいて

選択される品質kMを比較した結果である。た

だし，費用関数の特定化なしには，明確な結果

を導くことが困難であるため，第2期の単位生

産費用に関して，

(15) C2 (k) = 'Yk2，γε(0，1) 

を仮定している。なお，仮定(15)は，c~(k) > 0， 

cf(k) > 0の性質を満たしている。

命題1 もし，耐久財独占者が第2期の生産

量をコミットすることができるならば，コミッ

トできない場合よりも高い品質の製品を生産す

る(kC> kM)。

(証明)

コミット・ケースのkに関する利潤最大化の

一階条件(13)，は非コミット・ケースの条件

(9)'と一致していることから，kMとkCの関係

を導くためには，Zrとxfとの関係を考察する
ことで十分である。条件(13)，に仮定(15)を代

入して，

(16) k =手(1一川
L'Y 

が得られ，条件(14)，より，

(17) x， =一-L-(1+6D C126D) 
2(1 + 8D) 

，- . -- -----" 

が得られる。仮定(15)と式(16)および(17)を条

件(12)，に代入して整理すると，X2に関して，

一D
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の条件が得られる。式(18)の左辺をG(X2)と定

義すると，G(xf) = 0が成立する。同様にして，

非コミット・ケースの条件(8)'，(9)'および

(10) ，に仮定(15)を代入して整理すると，X2に

関する第2期の利潤最大化の一階条件は，

竺互いj(叫ん同))
aX2 

= G (X2 ) + H (X2 )Xj (X2 ) = 0 

となる。ただし，

H(X2 )三D11+ユι色|.J. T VLJ aX1.1 

Xj (X2) == [2…)+ω討
l

x (1 + 8D -Cj - 28Dx2) > 0 

である o dx2/dxjは，式(ll)に仮定(15)を代入

することによって得られ，

γ
一一

D

一M
2
7
ι
 
一

7

尚
一
向

となる。条件(8)'および(9)，と第l期の生産量

が正である条件より ，kM > 1/3"1 (および

xrε(0，1/3))が得られるので，dx2 / dxj > -2 

が得られ，すべてのX2> 0に関して，

HM)>D lt罰>0
が成立する。それ故，

θ7r2 (Xj (ろ )，x2，k(X2))jθ'X2をZrで評価すると，

(19) 竺乙(Xj(x:f)，x:f ，k(x:f)) > 0 
θ'X2 

が成立する。式(19)はxf<xfを意味するの
で，条件(9)，および(13)，より ，kC > kMが得

られる。(証明終)

命題lは非コミット・ケースの解が2期間の

合計利潤を最大化する解ではないため生ずる結

果である。第2期の生産量をコミットできない

耐久財独占者は，第2期に生産量を決定するに

当たって，第2期の生産量の増加が第 I期にお

ける消費者の支払い意欲を引き下げる効果を内

部化することができない。そのため，独占者は
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第2期の生産量を増加させる傾向を持つ。条件 γは式(23)の解として得られる。一方，コミ

(9) ，および(13)，は，第2期の生産量の増加は ット・ケースの耐久財独占者の利潤最大化の一

品質の限界利潤を低めることを意味する。それ

故，コミットできない独占者は，より低い品質

を選択することとなる。

次の命題では，耐久財独占者によって選択さ

れる品質を社会的最適な品質と比較した結果を

提示する。

命題2

(0 もし，耐久財独占者が第2期の生産量をコ
ミットすることができるならば，独占者は社会

的に最適な品質の製品を生産する(kC= k*)。

(ii) 第2期の生産量をコミットすることので

きない耐久財独占者は社会的に過少な品質の製

品を生産する(kM く γ)。

(証明)

(i) 社会計画者は各期の生産量と品質水準を

選択変数として社会的厚生を最大化する。社会

的厚生Wは，

w=L…[心。叶~~X~X2 D Bd B 1 
Cl Xl -8C2 (k )X2 

で与えられる ox2，kおよびhに関する厚生最
大化の一階条件を求めると，それぞれ，

(20) k -DXl -kx2ーの(k)= 0， 

凶 1;X2-dk)=o，

(22) 1 -Xl + 8D (1 -Xl -X2 ) -cl = 0 

となる。条件(20)，(21)および(22)より ，kの

選択に関して，

(23) D(1-8D -Cl)一(1+ 8D )(2kc~(k) 

C2 (k) -k) + 28D2C~(k) = 0 

の条件が得られる。従って，社会的最適な品質

階条件(12)'，(13)'および(14)'から，kに関

して，式(23)と全く同一の条件が得られる。従

って，第2期の生産量をコミットすることので

きる耐久財独占者は社会的に最適な品質の製品

を生産する(kC= kワ。この命題は第2期の費

用関数に関する仮定(15)には依存せずに成立す

る。

(ii) 命題lと命題2(i)より明らかである。

(証明終)

コミット・ケースにおける利潤の生産量に関

する最大化の一階条件(12)および(14)(または

(12) ，および(14)')は，限界収入と限界費用が

均等化するように生産量が選択されることを意

味している。また，厚生の生産量に関する最大

化の一階条件(20)および(22)は，価格と限界費

用が均等化するように生産量が選択されること

を意味している。その結果，社会的最適な生産

量とコミット・ケースの独占均衡生産量の間に

は， xf = x;/2および、'X2C= x:I/2の関係が成立し
ている。品質に関する利潤最大化の一階条件

(13) ，と品質に関する厚生最大化の一階条件

(21)の相違は，独占者が品質を選択する際に，

品質の向上が消費者余剰を増加させる効果につ

いて考慮していないことから生じる。しかし，

品質が利潤または厚生に与える限界的な効果は

第2期の生産量に依存しており ，x:f と x:Îの~

離は2つの限界的な効果を一致させている O こ

れを見るために，条件(13)'と(21)をそれぞれ，

(13)" V(X2) = c~(k) 

(21)' U(X2) = c~(k) 

と表し，図2において，第 l象限にV(X2)と

U(X2 ) を，第 2 象限にc~(k) を描いている。 V(X2) 

はU(X2)の2倍の傾きを持つ 1次の減少関数で

あるが，第2期の生産量にはx:f= x:I/2の関係
があるので，v(x:f) = u(x2)が成立する。従って，
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図2 独占均衡の品質と社会的な品質

k 

， 
V， U， C2 

1 

JS 
kC=k* kM 。 x';; x'::' x ~2 ~2 1 2 

c~(k C) = c~(k *)が成立し，kC =γが得られる。

また，非コミット・ケースにおける品質に関す

る利潤最大化の一階条件(9)'は(13)，と一致し，

xJ: > xfよりv(xJ:)<ν(xf)が得られる。従っ
て，C~(kM) < c~(kc)が成立し， kM < kC γ 

が得られる。

従来の研究において，耐久財を販売する独占

者は，事後的に追加的生産を行うインセンテイ

ブを持つことが示されている。もし，耐久財独

占者が将来の生産量をコミットすることができ

るならば，この時間的非整合性問題は生じない

ので，独占者は利潤を増加させることが可能で

ある。しかし，耐久財独占者が将来の生産量を

コミットすることは，生産量を制限することに

なるので，社会的に望ましい結果をもたらさな

い。これに対し，本論文では，命題2において，

品質選択の観点からは，将来の生産量をコミッ

トする独占者の方が社会的に望ましい結果をも

たらすことを示している。一方，コミットする

ことのできない耐久財独占者は社会的に過少な

品質を選択する。また，命題1で示すように，

非コミット・ケースにおいて選択される品質水

準は，全期間の利潤を最大化する観点から独占

者にとっても望ましい水準ではない。従って，

規制者が社会的に最適な品質水準を企業に課す

ならば，その規制は耐久財独占者の利潤を増加

させることになる。

もし，社会計画者が品質のみを政策変数とし

て社会的厚生の最大化を行うならば，仮定(15)

のような第2期の費用関数の特定化を行うこと

なしに，耐久財独占者の選択する品質が社会的

に過少であることを示すことができる。社会的

厚生Wは独占利潤に消費者余剰を加えたもの

に等しい。社会計画者が品質のみを選択変数と

して社会的厚生を最大化するならば，kに関す

る厚生の最大化の一階条件は，

θw θII 8 
(出一+-d=O
θkδk . 2" 

となる。生産量に関しては非コミット・ケース

の独占均衡解で与えられるとしたときの式(24)

の解をk仙とする。社会的厚生のkに関する一

階導関数を(xf!，XJ: ， k M)で評価したとき，独占
者が第2期に正の水準で生産する限り，

θw 
(25) 一一(xf!，XJ:，kM)> 0 θk ' ，ゐ

が成立する。式(25)はkM < kM*を意味する。
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同様にして，生産量に関してコミット・ケース

の独占均衡解で与えられるとしたときの式(24)

の解をドホとすると，kC く kC*が成立する。

4.耐久性と内生的品質選択

外生的耐久性の変化が独占者の品質選択にい

かなる影響を与えるかを分析する。本節では，

非コミット・ケースの耐久財独占者を仮定す

る。先ず¥条件(8)，と (9)，より，

(26) S = 2kc~(k) -C2 (k) -k 

の条件が得られる 6)0 S三 DXlは中古製品の期

待ストックを表す。条件(26)を全微分して，

dk 

dS F(k) 

が得られる。ただし，

F(k)三 2kc{(k)+ c~(k) -1である。独占者の第
2期の利潤最大化の十分条件はF(kM)> 0を保

証するので(付録を参照)，均衡の近傍におい

て，dk/dS >0が成立する。すなわち，中古製

品の期待ストックが大きくなるほど第2期に選

択される製品の品質が高くなる。

次に，耐久性の変化が品質の選択に与える影

響は，

dk dS dk 

dD dD dS 

で与えられる。分析の簡単化のため，

(27) 笠 =X，+D生l>O
dD 且 dD

を仮定する。仮定(27)は，耐久性が高いほど中

古製品の期待ストックが増加することを保証す

る。均衡の近傍においては，dk/dS >0が成立

するので，仮定(27)は，dk/dD >0が成立する

ことを保証する。次の命題はこれらの結果を要

6)もし，耐久財独占者が第2期の生産量をコミットで
きるならば，式(26)に対応する式は，

2S =2kc;(k)-C2(k)-k 

となる。この条件式を用いた場合においても第4節
で導かれる結論は変わらない。

約している。

命題3

(i) 中古製品の期待ストックが高いほど，耐

久財独占者は高い品質の製品を生産する。

(ii) 外生的な耐久性水準が高いほど，耐久財

独占者は高い品質の製品を生産する。

中古製品の期待ストックが高いほど，独占者

が直面する中古製品との競争がより厳しくなる

ため，より垂直的に差別化された，より品質の

高い製品を導入するインセンテイブを持つ。従

って，耐久財独占者に耐久性を高めるよう誘導

する政策は，製品の品質を高めることにも資す

るであろう。表lは，費用関数に関して，

Cl = 1/4およびι=k2/4を仮定し， o= 1とし
表1 耐久性と品質選択

D x， X2 k 

l.0 0.3806 0.1788 l. 6423 

0.9 0.3694 0.1956 1.6089 

0.8 0.3600 0.2116 1. 5768 

0.7 0.3522 0.2270 1. 5460 

0.6 0.3464 0.2419 1. 5161 

0.5 0.3428 0.2565 1. 4870 

0.4 0.3415 0.2709 1. 4583 

0.3 0.3432 0.2853 1. 4294 

0.2 0.3485 0.3001 1. 3997 

0.1 0.3回4 0.3159 1. 3683 

0.0 0.3750 0.3333 1. 3333 

c， = lj4，c2 = k2j4，6 = 1を仮定。

たときの，耐久性Dの変化が各変数に与える影

響について数値例で示したものである。

本論文のモデルにおいて，Dを耐久性ではな

く，中古市場の有効性を測る指標と解釈するこ

とも可能である。例えば，日本においては，冷

蔵庫や洗濯機などの中古市場はほとんど機能し

ていない。中古市場が十分に機能しない産業が

あるのは， Akerloi (1970)が指摘するように，

中古製品の売り手と買い手の聞の情報の非対称

性が存在するためであるかもしれない。もし，

中古製品の売り手が買い手に対して，その品質

を保証することができるならば，情報の非対称
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性は緩和される。しかし，品質を証明するため

には費用がかかる。この品質証明のための費用

も広義には中古市場での取引費用と解釈するこ

とが可能である。取引費用分は中古製品の価値

の減少で計算されるとすると，Dは中古市場を

流通する製品が被る価値減少の割合と解釈する

ことができるであろう。このようにして，中古

市場における取引費用が小さく ，Dが高いほ

ど，高い品質の製品が生産されると予想され

る。

5.結論

本論文は，耐久財独占者が新製品の品質を内

生的に決定し，消費者が中古市場における取り

引きを通じて買い換えを行うモデルを構築する

ことにより，耐久財独占者の品質選択問題を分

析した。耐久財独占者は時間的非整合性問題に

直面しており，第2期の生産量の増加傾向が品

質に関する限界利潤を低下させるため，独占者

は品質を引き下げる傾向を持つ。その結果，耐

久財独占者の選択する品質は社会的に過少な水

準となる。一方で，もし，耐久財独占者が第2

期の生産量をコミットすることができるなら

ば，時間的非整合性問題が生じないため，独占

者は社会的に最適な品質を選択する。従って，

品質選択の観点からは，将来の生産量をコミッ

トする独占者の方が社会的に望ましい結果をも

たらす。また，外生的な耐久性の水準が高いほ

ど，独占者が直面する中古製品との競争がより

厳しくなるため，独占者はより高い品質の製品

を導入するインセンテイブを持つ。この結果

は，中古製品のストックを増加させるよう誘導

する政策は，製品の品質を高めることに資する

ことを示唆している。

本論文のモデルは，耐久財独占者が新製品を

導入することにより，消費者が買い換える行動

を説明しているが 2期間モデルであるため，

時間の概念で測られる選択変数を伴う問題を分

析することができない。例えば，新製品の導入

のタイミングや製品の経済的耐久性の長さを分

析するためには，連続時間の耐久財市場モデル

を採用する必要がある。

付録

先ず， dx2/批 Iを求める。条件(9)，の全微分

より，

dk 
(Al) ーァー<0

dx2 cf(k) 

が得られる。条件(8)，の全微分と条件(9)，よ

り，

(A2) 
. dk dx内

D + (1 -c~(k))一一 +2k==. = 0 
dxj dxj 

が得られる。 dk/dxjは，式(Al)を用いて，

dk dk dγ ー 1 dx2 (A3) ~=一一UA2 = ーァ一一一
dxj dx2 dxj cf(k)dxj 

と表すことができる。式(A2)に式(A3)を代入

して整理すると，

Dc~ (k) 
(11) 竺三=一 ，， 2 

dxj 2kc~(k)+c~(k)-1 

が得られる。

次に，式の簡略化のため，

F(k)三 %c;(k)+4(k)1

とすると，独占者の第2期の利潤最大化の十分

条件はF(kM)> 0，それ故， dx2/批 lく Oを保証

することを示す。独占者の第2期の利潤最大化

の十分条件は，

(A4) 与=-2KMく 0，
θX2 

山
内

2
h
一バ
2
h
一叫

= 2k
M 
c;(kM)x!j 

[1 -C~(kM)l2 = F(kM)[l -C~(kM)l > 0 

で与えられる。条件(9)，より ，x!j>Oである

限り ，1-c~(kM)>0 となる。それ故，条件(A5)
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はF(kM)> 0を保証する。このようにして，均

衡の近傍において，dx2/dxj<Oが成立する。
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